
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq第88号 湯沢町議会だよりqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　

小
学
校
段
階
か
ら
勉
強
離
れ

が
お
き
て
お
り
、
読
解
力
、
計

算
力
、
単
位
換
算
力
、
家
庭
学

習
習
慣
に
問
題
が
出
て
い
る
。

従
っ
て
基
礎
学
力
の
定
着
、
個

に
応
じ
た
継
続
的
な
指
導
、
家

庭
学
習
の
習
慣
化
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
で
物
心
両
面
の
学
校

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
。

平
成
19
年
12
月
12
日

●
議
案
第
63
号

　

湯
沢
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

�

「
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
料

表
、
扶
養
手
当
、
期
末
勤
勉
手

当
て
の
改
定
を
4
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

扶
養
手
当
で
は
配
偶
者
の
有
無

に
係
わ
ら
ず
一
律
6
千
500
円
と

し
、
勤
勉
手
当
て
を
0
・
05
ヶ

月
分
引
き
上
げ
る
。
給
料
表
は

若
年
層
の
基
本
給
で
あ
る
1
級

1
・
0
％
、
2
級
0
・
6
％
、

3
級
0
・
1
％
引
き
上
げ
る
改

定
で
あ
り
、
対
象
者
は
29
人
で

あ
る
。

主
な
質
疑

Q�
…
人
事
院
勧
告
を
遵
守
し
て

改
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

町
の
経
済
状
況
を
考
慮
し
町

独
自
の
改
定
は
で
き
な
い
か
。

A�
…
職
員
の
給
与
は
民
間
企
業

等
の
状
況
を
考
慮
し
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
調
査

機
関
が
町
に
あ
れ
ば
可
能
で

あ
る
が
、
人
事
委
員
会
を
置

か
な
い
町
村
が
独
自
で
論
議

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

ど
こ
の
市
町
村
で
も
同
じ
対

応
で
あ
る
。

Q�
…
こ
の
改
定
に
よ
る
増
額
は

ど
の
く
ら
い
か
、
低
い
と
い

わ
れ
て
い
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
の
差
は
埋
ま
る
の
か
。

A�
…
対
象
者
全
員
で
月
額
5
万

4
千
円
程
度
で
あ
る
、
人
事

院
勧
告
を
遵
守
し
て
い
る
こ

と
か
ら
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

の
差
は
埋
ま
ら
な
い
、
湯
沢

町
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
、
現
在
国
家
公
務
員
の

88
・
8
％
で
あ
る
。

●
議
案
第
64
号

　

湯
沢
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

�

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」

　

町
内
会
が
財
産
を
取
得
し
所

有
す
る
に
は
法
人
格
が
必
要
で

あ
る
が
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
所
定
の
手
続
き
を
取

り
町
長
の
認
可
を
受
け
る
と

「
認
可
地
縁
団
体
」
と
し
て
町

内
会
が
法
人
格
を
得
る
こ
と
が

出
来
る
。
こ
れ
に
よ
り
認
可
さ

れ
た
地
縁
団
体
の
印
鑑
を
登
録

し
、
証
明
す
る
手
続
き
を
定
め

る
条
例
の
制
定
で
あ
る
。
現
在

湯
沢
町
で
は
土
樽
、
松
川
、
平

沢
、
浅
貝
、
楽
町
の
5
町
内
が

認
可
地
縁
団
体
で
あ
る
。

●
請
願
第
8
号

　

新
テ
ロ
特
措
法
案
を
撤
回
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
民
生
支

援
の
強
化
を
求
め
る
請
願

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き

い
て
、
消
費
税
の
税
率
引
き
上

げ
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
請
願

■
審
査
の
結
果

�

「
賛
成
全
員
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
」

　

消
費
税
廃
止
新
潟
県
各
界
連

絡
会
か
ら
の
請
願
で
あ
り
、
国

で
は
消
費
税
増
税
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
消

費
税
増
税
は
家
計
を
直
撃
し
、

個
人
消
費
の
減
退
を
招
き
、
景

気
の
悪
化
を
深
刻
に
し
て
地
場

産
業
、
地
域
経
済
の
後
退
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
湯
沢
町

議
会
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し

い
と
い
う
請
願
で
あ
る
。

主
な
意
見

　

請
願
主
旨
に
納
得
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
低
迷
す
る

経
済
状
況
の
中
で
平
成
20
年
度

に
消
費
税
を
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
、
国
は
き
ち
ん
と
や
る
べ

き
こ
と
を
や
り
、
20
年
以
後
の

消
費
税
の
議
論
は
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
陳
情
第
6
号

　

固
定
資
産
税
減
額
に
関
す
る

陳
情

■
審
査
の
結
果

�

「
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
」

　

湯
沢
町
ス
キ
ー
場
振
興
協
議

会
か
ら
の
陳
情
で
あ
り
、
町
内

の
ス
キ
ー
場
事
業
者
は
、
ス
キ

ー
客
が
平
成
4
年
度
を
頂
点
に

3
分
の
1
ま
で
減
少
す
る
と
い

う
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
安
全

を
担
保
し
つ
つ
経
費
の
削
減
に

努
め
、
経
営
を
維
持
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
上
の
自
助
努
力
に
よ

る
経
費
の
削
減
は
困
難
で
あ
り
、

6

も
の
と
決
定
」

　

憲
法
を
守
る
新
潟
県
共
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
請
願
で
あ
り
、

第
168
臨
時
国
会
で
新
テ
ロ
対
策

特
別
措
置
法
案
が
審
議
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
法
案
が
憲
法
と

日
本
の
将
来
に
係
る
重
大
な
法

案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
総

理
大
臣
、
防
衛
大
臣
に
対
し
て

湯
沢
町
議
会
か
ら
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
で

あ
る
。

●
請
願
第
11
号

　

平
成
20
年
度
政
府
予
算
に
お

開
会
中
の
委
員
会
審
査


